
 

 

日時：令和 7 年 7 月 5 日（土）13:00～16：00 

会場：橋本市民病院 橋本市小峰台二丁目 8 番地の 1 

学術集会長：池島 美和（橋本市民病院 産婦人科部長） 

学術集会テーマ：母子をとりまく感染症 ～感染症対策の最前線～ 

 

～・～・～・～・プログラム ・～・～・～・～ 

13:00～ 総会 

13:25～ 学術集会 開会の挨拶 第 22 回学術集会長  池島 美和 

13:30～ 一般演題    

第 1 群 座長：滝口ひとみ（ひだか病院） 大川知子（和歌山労災病院）   

1．いのちの授業の実践報告 

日本赤十字社和歌山医療センター本館８Ａ病棟 庄田倫子  

2. 妊婦を対象としたプレコンセプションケアに関する意識調査～助産師の役割を考える～ 

橋本市民病院 ３東病棟 高水佳代 

3．産科混合病棟におけるケアの質と安全を守るために 

～実態調査より周産期ケアを提供する上で必要なこと～ 

橋本市民病院 ３東病棟 林愛莉 

 4．助産師による包括的性教育の実際と成果、今後の課題 

    性の健康相談室 浜野助産院 浜野優子 

 第２群 座長：山本円（ひだか病院）  和所直美（橋本市民病院） 

１．当院での経口中絶薬「メフィーゴパック®」使用経験 

はまだ産婦人科 濱田寛子   

２. 分娩後に診断した癒着胎盤の２例 

和歌山県立医科大学附属病院 産科婦人科 杉山有紀 

３．当院におけるＧＢＳ陽性妊婦の分娩経過と新生児予後についての検討 

ひだか病院 産婦人科 鱸暢彦 

４．A 病院における硬膜外無痛分娩の実態と課題：分娩準備教育に向けて 

和歌山県立医科大学助産学専攻科 上野美由紀 

15:00～ 特別講演（60 分）  座長：池島美和（橋本市民病院） 

「周産期感染症とその対策」 

  講師 枡田 美加子 先生  （橋本市民病院 感染管理認定看護師・助産師） 

16:00 閉会 

 

 

 《第 22 回和歌山県母性衛生学会学術集会事務局》 

 橋本市民病院 産婦人科（３東病棟） 担当 高水佳代 和所直美 

 TEL:0736-37-1200（代表） FAX：0736-37-1880（代表） 

 E-mail：sanka2025@hashimoto-hsp.jp 

 

 

 

参加費 会員：1000 円  非会員：4000 円 

学生：無料（学生証をご提示ください） 

事前参加登録をお願いいたします。 

入会手続きも受け付けております。 

（年会費：2000 円） 

 

 

tel:0736-37-1200（代表
mailto:sanka2025@hashimoto-hsp.jp


 

会場へのアクス 

 詳しくは、病院ホームページをご覧ください。 

 お車で来院の方は、駐車券を受付までお持ち 

ください。無料処理を行います。 

 休日のため、夜間救急入り口よりお入りくだ 

 さい。 

 

 

 

 

 

参加される方へ 

病院内での開催となるため、マスクをご持参いただき、ご着用をお願いいたします。 

 

 

発表される方へ 

 1）発表形式は口演で，PC 発表のみとなります。当日の発表用 PC は事務局で準備します。使用する PC は OS：

Windows10，Office Standard 2021 です。発表データは USB メモリを用意してください。13 時 30 分まで

にご来場いただきますようお願いいたします。 

2）発表時間は 7 分程度を予定しています。各演題発表終了ごとに質疑応答があります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

会場：橋本市民病院 2階 講堂 


